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広 島 共 立 病 院  内 科 部 長  西 原  一 樹

胃がんは、胃の壁の最も内lBlに ある粘膜内の細胞■lN何

らかの原因でがん細胞になり、進行するに従つて壁の中に

入り込みます。

冑にできるがん細胞はとでも小さく、lll診で見つ

かるまでには何年もかかると言われています。そのため、

初期では自覚症状がなく、進行すると食欲不振や違和感

などを感じるようになります。胃炎や胃潰瘍と区別がつき

にくいのが特徴です。

電がんの原因には食生活や体質、遺伝などいく

つかの要因がありますが、ヘリコバクターピロリ菌 (以下ピ

ロリ菌)の感染も原因の一つと言われています。ピロリ菌は、

長い間用の表面にとどまり、70代で7害 J、 40代～60代で

5害Jの人が感染しているといいます。もちろん、感染して

いる人すべて力渭 がんになるわけではありません。感染し

ていても除菌することで電がんになるリスクを低くする除

菌療法が、2月か引曼性電炎にも保険適用となりました。

ビロリ菌検査は、必 CF内視鏡での検査を受けるこ

とが必須で、胃の荒ln具合をしっかリチェックすることが条

● ●

件です。ピロリ菌検査自体は簡単な尿検査で、10分後に

は結果がわかります。検査の結果、ピロリ菌に感染、慢性

需炎をともなっている場合に、除菌療法が行われます。除

菌療法は、処方さInた抗生物質を]週間服用するだけです。

1回の服用で約70%の方が除菌でき、1回 目の服用で除

菌できなかった人も、抗生物質を変えて2回目の服用を実

施すると約90%が除菌できると言わInてぃます。一度ピ

ロリ菌を除菌すると、三度と感染しません。

これまで胃がんは「早期発見Jというスタンスで検診が

行わllてきましたが、そこに「がんになりにくしヽ体を目指すJ

ことが加わつたと言えるでしょう。しかし、今後も胃がん予

防はこまめな検診が大切な

ことに変わりまありません。

現在、地盤改良工事と進入路工事を行つています。地盤改良工事

は基礎工事の一部で、土とセメントを混ぜて地盤を固めてい萩す。こ

の場所に限らず、広島市は河川で運ばllた砂でできた土地ですので、

このような工事が必要になります。新病院の建設地は硬い礫層まで

の軟らかい層が約数mあります。基礎工事のために2mを掘り、さら

に3～ 5mの深さの地盤改良を行つてしヽます。

進入路工事は、八木用水を挟んで土手猥」と病院側にそllぞれ4本

の柱を立てて橋を架けていき志す。そのため土手市道の交通規制が

あり、市民の皆様にこ迷惑をおかけしております。安川土手市道から

病院に入る橋ができる事により、広い道からllk急車や一般車両が出

入りでき安全性が向上します。工事の方も進入路工事を優先させる

事で、工事車両を広い道から出入りさせる狙しヽがあります。
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もつのボイントを

目 暖 か ら慧 裁 す る こ と で L,つ か り予 防 :

「食中毒を予防する6つのポイントJが厚生労働省から出

されています。

X厚生労働釘 食中毒を疑つたときにはJより

食中毒は、食材を生で食べると起こりやすくなります。

野菜も水洗いすることが大切です。また、調理前後や食

事前に|よきちんと手を洗うこと。うがしヽと手洗しヽは生活

習慣にしておくことが、食中毒に限らず健康な生活を送

るための基本です。

広島共立病院では、地域の開業医ドクターと連携しなが

ら患者さんをサポートしています。今回は、こ兄妹で地

域の医療に尽力されているよりしま内科外科医院です。
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食中毒を防ぐコツは、普段のちよつとした心がけなんですよ。

事染質理認定看護師と よ,

感染管理認定看護師

山本 聡 美

山本聡美看護師は、感染

管理認定看護師です。認定

看護師とは、特定分野での

看護を実践■旨導し、相談を

受けるスペシャリストです。

山本看護師は、感染管理の

認定看護師として、主に院

内感染を予防する広島共立

病li全体の感染管理を行つ

ています。

■
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1梅雨から夏観特に気をつけたひ食讐毒

1  食中毒の原因は、大きく分けて自然毒、化学物質、感染

1 
性の3種類になり声すが、ほとんどが感染性食中毒とい

| えます。感染性食中毒でよく知られているのがノロウィ

| ルス、病原性大腸菌 (0157な ど)、 サルモネラ菌、腸炎

| ビブリオなどで、特にこの冬 |よノロウィルスの感染が話題

| になつたこともあり、いっそう食中毒が身近になったので

| はないでしょうか?

1  今や、食中毒は年中起こりうるのですが、梅雨から夏に

| かけては食品が傷みやすいので、食中毒に罹る確率も高

| くなります。買い物時や調理時など、いつもの生活の中

| 
で●ょつと意識すれば防げるので、ぜひ実践してください。
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よりしま内科外科医院
731-0138
広島市安佐南区祇園62116
TEL.082‐ 874‐0020
院 長/頼島 敬 先生 (写真右)

副院長/渡辺 富 美 子 先生 (写真左)

診療科/外科 内科

消化器内科 アレルギー科

放射線科 り八ビリテーション科
外来受付時間/
9:00-13100、 15:00-18:00
休診日/土曜午後 日曜 祝日

ポイント0
食品の購入 '肖

貴期限などをチェック!    寄り道じ■Jいでまっすぐ帰ろう

肉 魚はそれぞれ分けて包む
できれば保冷剤0く)などと一緒

ボイント②
家庭 での
保   存

帰つたらすぐに冷蔵庫へ1    停電中に庫内温度に影響を与
入れるのはフ割程度に     える扉の開閉は控えましょう
肉 魚は汁かもれないように 冷蔵庫は10℃ 以下に維持
包んで保存         冷凍庫は一]5℃ 以下に保持

ポイントO
下 準 備

冷凍食品の解凍は冷蔵庫で  肉 魚は生で食べるものから
タオルやふさんは清潔なもの  離す
に交換            丼戸水は使つていたら水質に
」ミよこまめに捨てる     注意
こまめに手を洗う       野菜もよく洗う

肉 魚を切つたら洗つて熱湯を 包丁などの器具 ふさんは

かけておく         洗つて消毒

ポイント0
家庭 での
保・  存

加熱は十分に (目 安は中心部  電子レンジを使う時は均―に

分の温度がフ5℃て]分間以上) カロ熱されるようにする

作業前に手を洗う      調理途中で止めたら食品は

台所は清潔に        冷蔵庫ヘ

ポイント0
食   事

食事の前に手を洗う     盛り付けは清潔な器具、食器

長時間室温に放置しない    を使う

ボイントO
残つた食品

時間が経ち過ぎたり ちょっと 作業前に手を洗う
でも怪しいと思つたら 思い切  早く冷えるようにJヽ分けする
つて捨てる         温めなおす時は十分に加熱
手洗い後 清潔な器具 容器で する (目安は75C以上)

保存

3世代にわたり地元に密着してきた信頼のかかりつけ医
Q.よりしま内科外科医院 Iよ

開業されてどれくらいですか?

A.(頼島)祖父と祖母が昭和3年頃に開業
したのが始まりです。それから父、私たち兄
妹と3世代が祇園で引き継いできました。
祖母は、広島●番目の女医だったそうです。

Q.先生が診察日こ
心がけておられることは?

A.(頼島)患者さんの言葉をしっかり汲み取
って、私たちに本当に伝えたいことを読み
取るように心がけています。
(渡辺)私は、更年期や介護疲れなど、女
性にありがちなストレスからくる悩みや病
にも気づけるようにしています。医師とい
うより、同じ女性の目線で接しますね。

Q.地域に対する思いは?

A。 (頼島)3世代にわたって来られる患者さ
んがいる一方 新しい団地やマンション

の方など、老若男女間わず診察に訪れ
ます。どんな方であれ、医師と患者さんが

常に対等でありながら、地域のかかりつ

け医として頼られる存在になりたいですね。

Q.広島共立病院との連携は?

A.(渡辺)入院が必要な患者さんをご紹介
したり、逆に手術・退院後、通院リハビリ

毯ヽ な患者さんを紹介していただいたり、
大変お世話になっています。村田院長と

も懇意にさせていただいており、今後もさ

らに信頼関係を深めていきたいと思います。



薬 科
「顔の見える薬斉J師」を目指して、
患者さんとコミュニケーション

広島共立病院の薬斉」科では、

部長をはじめとする7名の薬斉J

師と薬斉」業務補助者 1名が勤務

しており、各診療科の医師の処

方に基づき、薬を調剤しています。

飲み薬だけでなく、注射薬まで

扱う薬斉Jは幅広く、薬の種類も多

いので、日々緊張感を持つて業

務にあたつています。仕事上、心 薬剤科 科長

力ヽすているのは、安全に薬剤を飲んで頂けるようにすること。

調斉J後 |よ別の薬剤師がチェックし、患者さんにお渡しする際

に再度デェックするなど徹底してしヽます。

私たち薬斉」科のモットーは「顔の見える薬斉J師」です。そ

の一端として、病棟担当薬斉J師を設け、入院患者さんの薬

7D出る度に病室まで持つて行き、こ本人、あるいはこ家族に

作用や副作用などの説明を行つています。1日 に何度も病

棟を往復することもありますが、患者さんから医師には言

いにくしヽ薬に対しての要望を聞かせていただいた時など頼

―Ｉ

Ｈ

Ｕ斉
各診療科の業務やスタッフを紹介します。

今回は、入院患者さんに薬を調斉」する薬

斉」科科長の津島景子薬斉」師がナビ!

られていることが実感できて嬉しいですね。もちろん、患

者さんのこ要望は医師にきちんと伝えます。常に、患者さ

んの立場に立った薬斉J師でありたいと考えているので、患

者さんからの「ありがとうJのひと言が、とでも励みになり

ます。

チーム医療の一員として、病棟で医師や

看護師と薬を通して治療にあたる

当病院は、入院時には家で服用されている薬を持参し

てもらい、原貝J持参薬は全て使わせて頂くという方針をと

つています。そのため、持参薬をすべて調べ、わからない

場合はインターネットで検索したり、処方元の病院や薬局

に尋ねたりして持参薬を確認。その内容を電子カルテに

入力。その時、当院での代替薬も入力し、医療スタッフ全

員が情報を共有し、有効に活用できるよう努めています。

毎日入院があり、持参薬の種類や量も多く、時に膨大な量

の薬を持つて来られる方もおり、大変な作業になりますが、

このような目に見えにくい業務も含め、薬にかかわること

は薬剤師の仕事と考えています。

また、新薬が次々と開発されるため、月に 1、 2回は勉強

会を開き、最新の情報を共有するようこ努めています。

今、病院では「チーム医療Jの考え方が浸透してきて、

私たち薬斉」師もチームの一員として患者さんの治療に関

わつています。新病院では、薬斉J師も病棟のナースステー

シヨンに常駐し、医師や看護師と一緒に業務にあたる構想

があります。今後、薬剤師が患者さんと接する機会も増え

ると思いますので、お気軽に声をかけてください。
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一年目の研修を終えて

20]2年度は、2名 の研修医が当院での初期研修を希望し入職しま

した。研修医を迎えるのは実に3年ぶりのことで、医療スタッフや患

者さん 地域のみなさんに歓迎され、支えられながら研修を行つてき

ました。緊張感のある、初々しい姿で病棟 外来を駆け回つてしヽた入

職直後からは随分と成長し、優しく落ち着いた対応で、患者さんや医

療スタッフからも高評価を頂いています。医師としての基本的な知

識や技能を修得するのはもちろんですが、患者の人権を尊重した信

頼される医師をめざして2年 目の研修に取り組んでいきたいと思しヽ

ます。よろしくお願いします。

今春も新たに2名の研修医が当院へ
!

そして、今春も2名 の研修医が当院へ入職しました。2年続け

ての研修医の入職にスタッフー同大いに喜んでいます。4月 は

オリエンテーション

研修、5月 より指導

医の指導の下で本

格的な医師研修が

開始されました。1

年目の研修医の二

人もどうぞよろしく

お願しヽします。

2013年度研修医

■上田 健人 (う えだ たけひと)医師、35歳
愛媛県出身 愛媛県大洲高校 島根大学医学部卒業

■久保田 洋平 (く ばた ようへしり医師 27歳

広島県出身 鹿児島私立ラサール高校 広島大学医学部卒業
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)を三プiア プ,

F逮設着五を枕もつごしヽ_1を 聞催|

3月 2日 (土 )刀 雨ヽ の 降 る午 後

300名の参加で新病院の「建設着工を

祝うつどいJを開催しました。お祝いに

周防猿回しのお猿さんも駆けつけ、拍

手喝采で笑顔が溢れました。工事安全

祈願のくい打ち式も行しヽました。

2013年寝新入職員囃

オリエンテーー・ションを

行いました I

2013年 度の広島医療生協入協式と

オリエンテーションを行しヽ 広島共立病

院は26名の新ししヽ仲間を迎えました。

しヽき娠ヽき讐健康優楽轟「開催 |

4月 25日 (木 )、 今年度第一回目は「あ ■L

なたの体ガ年齢は大丈夫?Jをテーマに、

体脂肪や体力の測定などをしました。

手軽にできるストレッチを行い、気持ち

の良しヽ時間を過l~しました。

毎月第4木曜日に開催しております。

お気軽にこ参加くださ_l。

地域するごと健康 1「1■ ■
「養駿数室J闘催 1ノ ′■■ |

201 31TIFl,11]

「早期発見が何より…
『乳がん』事情」

高 永 甲 文 男 医師
(広島共立病院副院長 外科 )

1壕 ,113年 ,1113日

「からだにやさしい…

最近の外科手術」

大 田 垣  純 医 師
(広島共立病院外科部長 外科)

1 2(II年●117日

「福島のこどもたちと甲状17Pがん」
「検診をきちんと受ける。そしてがんを早く見つける」

青 木  克 明 医 師
(広島共立病院健診センター長 外科)

以 上 、好 評 の うち に終 了 しま した 。

ぉ知 らせ
「健康教室」は当院や地域の医療従事者、「いきいき★健康倶楽部」は

当院スタッフが講師となり、地域の皆様の健康づくりをサポートします。

事前申し込み不要、どなたでも参加できます。お気軽にお問い合せ下さい。

地域まること健康づくり「健康教室」のこ案内

2013年 6月 22日 (上 )14:00～ 15:30

Fフ ッ化物 歯磨剤について』
書講 師1安佐歯科医師会 山下哲朗氏

2013年 7月 27日 (土 )1400～ 15:30

『ピロリ菌について (仮 )』

●講 師 :広島共立病院 内科 三宅 ―書 医師

12013年 8月 24日 (土 )1■ oo～ 1,30
『計画中』
le講 師 1交渉中

Fい きいき☆健康優楽部 Jの こ案 内

お問い合わせ先/広島共立病院 地域連携室 ′082879-1111(代 )

理  念

患者の人権を尊重 した

安全・安心で信頼される医療 を実践 します

基本方針

1常に医療水準の向上に努め、質の高い医療を提供します。

2患者・住民との共同の営みをすすめ、無差別 平等の医療を

おこないます。

3地域での、保健 医療 福祉のネットワークづくりに向献します。

4職員教育を重視し、いきいきと成長する専門職を育てます。

5平和をつくり、社会保障を守り発展させる活動を強めます。

広島医療生活協同組含

広島共立病院
〒7310121広 島市安佐南区中須2丁目196
URL httpハvww h rosh ma ryO Orip  E‐ ma‖
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